
　松伏町は、1969年（昭和44年）4月1日に町制施行により、松伏村から松伏町となり、2019年（平成31年）
4月1日に町制施行50周年を迎えるにあたり、「町制50周年記念誌」を作成します。そこで、皆さんから松伏
町の四季折々の美しい自然や行事等の風景写真を募集し、記念誌に掲載します。たくさんのご応募をお待
ちしています!

町長コラム

鈴木 勝

土の文化をみんなで守りましょう
（共存共栄）

■応募期間/平成30年11月30日まで
■応募資格/町内、町外問わず誰でも応募可能
■募集内容/「私が自慢したい町の風景、松伏50景」
 ・ 松伏町内で撮影した四季折々の自然や

行事等の風景写真
■ 応募方法/・メール本文に、撮影場所、撮影日、住所、
氏名、電話番号を記載して応募専用アドレス（
matsubushi50@town.matsubushi.lg.jp）に
写真データを送信していただくか、写真データの
入ったSDカード、miniSDカード、microSDカー
ド等をご持参ください。
　※ 写真データを送信いただく際は、1通につき
2MBまででお願いします。

■応募点数/制限なし

　※ 応募の詳細については、町ホームページ又は応募
案内ポスター等にてご確認ください。

花ざかりの
町の風景写

真や、

卒業式・入学
式など、行事

等の

お写真も大
歓迎です！

右記QRコードから、メールで
ご応募いただけます！

田んぼの必要性（効果）
　日本の食糧自給率（カロリーベース）は近年
30%台です。海外からの輸入が止まると3食に1
食しか食べられません。
　近年の床下浸水が発生する原因は、ゲリラ豪
雨などと呼ばれる道路の排水能力を超える雨が
降ることが原因です。それらの雨の一時的ダム
としての役割を担ってくれているのが「田んぼ」
です。田んぼは人の生命や自然環境を保全する
重要な役割を担っております。
農家の方へのお願い
　近年住宅地の道路にトラクターなどの土が落
ちているとの情報が、住民の方より行政に届け
られます。道路に落とされた土は交通事故の原

因ともなります。トラクターなどで道路を走る
場合は土を落とさない工夫をしてください。
住民の方へのお願い
　想像してみてください、地域の田んぼが放置
され、草の生い茂った姿を。火災の心配、犯罪の
心配などが発生します。毎年耕作されている田
んぼがあるということは地域の財産でありま
す。農家も道路に土を落とさない努力はしてお
りますが、作業の関係上、土の除去や清掃が後回
しになることがあります。共存共栄の立場に立
ち、道路清掃のお手伝いをしていただくなど、ご
協力いただければ幸いです。
　住民の皆さま、住みよいまちづくりにご理解
をお願いいたします。

私が自慢したい町の風景、松伏50景を大募集！！
問合せ：企画財政課 総合政策担当　☎ 991－1818
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